
1　調査方法
　32項目の目標に対する2018度末の現状値から
2018年度の進捗状況を評価した。

2　調査結果

 (1) 各年度の進捗評価

｢Ａ｣　計画どおり、又はそれ以上の成果・実施があった

｢Ｂ｣　計画を少し下回る成果・実施があった

｢Ｃ｣　計画の半分程度の成果・実施となった

｢Ｄ｣　計画を大きく下回る成果・実施となった

｢Ｅ｣　ほとんど成果・実施がなかった

 (2)「成果指標」の進捗状況

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 Ｄ評価 Ｅ評価

32 13 8 10 1 0

(100.0%) (40.6%) (25.0%) (31.3%) (3.1%) (0.0%)

0

合　　計

 A　宣言中心市等における人
　　 材の育成

3 1 1 1 0

0

 ３ 圏域マネジメント能力の
　　強化に係る取組

3 1 1 1 0 0

 E　地域内外の住民との交流・
　　 移住促進

6 1 2 3 0

0

 D　地域の生産者や消費者等
　　 の連携による地産地消

1 1 0 0 0 0

 C　道路等の交通インフラの整
　　 備

5 2 2 0 1

0

 B　デジタル・ディバイドの解消
     に向けたICTインフラ整備

1 1 0 0 0 0

 A　地域公共交通 3 2 0 1 0

0

 ２ 結びつきやネットワーク
    の強化に係る取組

16 7 4 4 1 0

 D　産業振興 4 0 1 3 0

0

 C　教育 2 1 1 0 0 0

 B　福祉 6 4 1 1 0

0

 A　医療 1 0 0 1 0 0

 １ 生活機能の強化に係る取組 13 5 3 5 0

浜田市定住自立圏共生ビジョン 成果指標の進捗状況

（2018年度実績）

項目数
進捗状況

A評価

40.6%

B評価

25.0%

C評価

31.3%

D評価

3.1%

E評価

0.0%

構成比

資料5

（1→） （2→） （1→）

（1→） （1→）

（0→） （1→）

（1→） （1→）

（3→） （2→）

（2→） （0→）

（12→） （12→） （6→） （2→）

（1→） （0→）
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浜田市定住自立圏共生ビジョン成果指標の進捗状況

連携する具体的事項

１　生活機能の強化に係る取組 

Ａ　医療
 エ　へき地医療確保体制の充実

成果指標
策定時
現状値

目標値
2018年度
現状値

目標
達成率

進捗評価

3人 4人 2人 -100.0% C

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

3人 3人 2人 － －

0.0% 0.0% -100.0% － －

B B C － －

【進捗状況】

【今後の取組】

Ｂ　福祉
 ア　子育て支援環境の整備

成果指標
策定時
現状値

目標値
2018年度
現状値

目標
達成率

進捗評価

1,895人 1,955人 1,935人 66.7% B

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

1,875人 1,980人 1,935人 － －

-33.3% 141.7% 66.7% － －

A A B － －

【進捗状況】

【今後の取組】

790人 850人

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

790人 825人 875人 － －

0.0% 58.3% 141.7% － －

B B － － －

790人 875人 875人 100.0% A

＜目標達成＞ 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

－ － 875人 － －

－ － 100.0% － －

－ － A － －

【進捗状況】

【今後の取組】

2018年度以降、目標値を875人に上方修正

2021年度

－

－

－

子育て支援
課

健康医療対
策課

担当課

13項目

浜田市国民健康保険診療所の常勤医師数の増加（へき
地診療所等5施設）

※認可保育所の定員数
2021年度

－

子育て支援
課

担当課

認可保育所定員数の増加

－

－

－

※中山間地域の医療を支えるへき地診療所等の医師の人数
2021年度

－

－

保育ニーズを見据えた上で、より多くの児童が希望の保育所に入所できるよう、各保育所と連携を密にし、定員の適正化に努め
る。

平成30年度中に3施設の定員増と4施設の定員減を行い、定員の適正化を図った。

※放課後児童クラブの定員数
2021年度

－

放課後児童クラブ定員数の増加

－

－

平成30年度から1クラブ新設し、定員の増加を図った。

民間施設の活用等を検討し、更なる定員の増加に努める。
2019年度以降、目標値を905人に上方修正する。

②

常勤医師1名が嘱託医師へと任用変更となった。平成27年度から浜田医療センターに派遣している常勤医師についても継続させる
必要があり、減員分を嘱託及びパート医師の雇用により補っている状況である。

引き続き常勤医師の採用に向けて、積極的な勧誘に取り組む。（平成30年度に嘱託へと任用変更となった常勤医師1名は、平成31
年度から再び常勤医師へ任用変更となっている。）

①

①
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2施設 3施設 3施設 100.0% A

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

2施設 2施設 3施設 － －

＜目標達成＞ 0.0% 0.0% 100.0% － －

A A A － －

【進捗状況】

【今後の取組】

イ　高齢者・障がい者福祉サービスの充実

成果指標
策定時
現状値

目標値
2018年度
現状値

目標
達成率

進捗評価

18.8% 19.6% 18.4% 150.0% A

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

18.7% 18.6% 18.4% － －

＜目標達成＞ 112.5% 125.0% 150.0% － －

A A A － －

【進捗状況】

【今後の取組】

3,696人 6,000人 6,525人 122.8% A

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

5,262人 5,802人 6,525人 － －

＜目標達成＞ 68.0% 91.4% 122.8% － －

A A A － －

【進捗状況】

【今後の取組】

0か所 1か所 0か所 0.0% C

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

0か所 0か所 0か所 － －

0.0% 0.0% 0.0% － －

C C C － －

【進捗状況】

【今後の取組】

－

－

－

2021年度

地域子育て支援拠点数の増加
子育て支援
課

老朽化した子育て支援センター「すくすく」の建設整備については、検討委員会において、協議を進めた。地域の子育て支援拠
点施設については、三隅自治区において、3施設目の子育て支援センター「おひさま」が開所となった。

子育て支援センター「すくすく」の基本構想を策定するとともに、市全域の子育て支援体制の在り方を検討する。また、3施設の
子育て支援センターの連携を強化し、支援の充実を図る。さらに、4施設目となる旭自治区の子育て支援センターの設置準備を進
める。
2019年度以降、目標値を4施設に上方修正する。

※地域子育て支援拠点数

担当課

健康医療対
策課

2021年度

－

－

－

※65歳以上の高齢者のうち、要介護1以上の認定者の割合

要介護認定率の増加の抑制（要介護者のみ）

目標値を達成したが、今後も要介護認定率の増加の抑制に取り組む。

引き続き介護予防事業に取り組み、更なる認定率低下を図る。

※認知症の人と家族を地域で見守る応援者養成講座の受講者の総数
2021年度

－

－

－

地域での認知症の方の応援者の立場から見守り体制の充実につなげていく。
2019年度以降、目標値を7,500人に上方修正する。

近年は保険業や介護保険事業所等の企業や学生等の受講も増えてきている。

※障がい者の地域生活を支援する機能を集約した拠点数
2021年度

健康医療対
策課

－

－

－

地域福祉課

事業実施が想定される社会福祉法人等と人材確保や予算などに関する協議を進めていく。

地域生活支援拠点整備に前向きであった事業所と設置に向けた検討を行っていたが、人的配置等の問題などから協議が進んでい
ない。

地域生活支援拠点数の増加

認知症サポーター養成講座受講者数の増加

③

②

①

③
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Ｃ　教育
 ア　読書活動の強化

成果指標
策定時
現状値

目標値
2018年度
現状値

目標
達成率

進捗評価

34.3% 40.0% 42.9% 150.9% A

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

36.3% 40.5% 42.9% － －

＜目標達成＞ 35.1% 108.8% 150.9% － －

B A A － －

【進捗状況】

【今後の取組】

5.0冊 7.0冊 5.8冊 40.0% B

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

5.4冊 5.3冊 5.8冊 － －

20.0% 15.0% 40.0% － －

B B B － －

【進捗状況】

【今後の取組】

Ｄ　産業振興
 ア　観光振興

成果指標
策定時
現状値

目標値
2018年度
現状値

目標
達成率

進捗評価

225,043人 250,000人 224,046人 -4.0% C

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

237,352人 219,299人 224,046人 － －

49.3% -23.0% -4.0% － －

A C C － －

【進捗状況】

【今後の取組】

3,642人 5,000人 3,297人 -25.4% C

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

3,634人 4,036人 3,297人 － －

-0.6% 29.0% -25.4% － －

C B C － －

【進捗状況】

【今後の取組】

担当課

担当課

※市民の図書館利用者カード登録者の割合
2021年度

－

－

－

中央図書館

新生児健診等での啓発を重ね、積極的・継続的な利用に繋がるよう努める。

登録者総数23,015人（H31.3.31時点）。移動図書館ラブック号での啓発等も30年度から行っている。

図書館利用登録率の増加

※市民一人当たりの年間の図書貸出冊数
2021年度

－

－

－

引き続きボランティア団体と有機的に連携し、イベントの展開に絡めて関係図書等の利用につなげていく。

貸出し総数311,977冊。開館5周年事業を波状的に展開した結果、過去最高の貸出し数となった。

※市内のホテル・旅館・民宿等の年間（1月～12月）宿泊客数
2021年度

中央図書館市民一人当たりの図書貸出冊数の増加

－

－

－

観光交流課

合宿誘致や夜神楽及び石見神楽の出張上演といった日本遺産を活用した各種施策に取り組み、宿泊客数の増加に努める。

アクアスのシロイルカパフォーマンスの再開、中国電力三隅発電所の定期点検工事(1月～6月)、中国電力三隅発電所2号機建設本
体工事が開始(11月～)され、その作業関係者の宿泊により増加した。しかし、平成30年7月豪雨、市中心部のホテル建替えといっ
た要因が影響し、観光入込客数及び宿泊者数ともに純増とはならなかった。

宿泊客数の増加

※合宿等誘致事業の年間利用人数
2021年度

－

－

観光交流課合宿等誘致人数の増加

－

引き続き、広島の大学等県外への営業活動や体験教育旅行の誘致の取組を行い、合宿誘致人数の増加に努める。

市内合宿施設への営業活動を行い、合宿誘致活動を実施した。平成30年7月豪雨により、広島からの合宿利用者の多くが中止と
なったため、前年度に比べ微減となった。

②

①

②

①

- 4 -



 イ　地域ブランド化

成果指標
策定時
現状値

目標値
2018年度
現状値

目標
達成率

進捗評価

130店 140店

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

136店 138店 143店 － －

60.0% 80.0% 130.0% － －

A A － － －

130店 162店 143店 40.6% B

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

－ － 143店 － －

－ － 40.63% － －

－ － B － －

【進捗状況】

【今後の取組】

173,295千円 200,000千円 175,982千円 10.1% C

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

158,671千円 193,627千円 175,982千円 － －

-54.8% 76.1% 10.06% － －

C B C － －

【進捗状況】

【今後の取組】

２　結びつきやネットワークの強化に係る取組 

Ａ　地域公共交通
 ア　地域公共交通網の連携と生活交通の確保

成果指標
策定時
現状値

目標値
2018年度
現状値

目標
達成率

進捗評価

2.0人／便 2.0人／便以上 1.5人／便 -25.0% C

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

1.6人／便 1.5人／便 1.5人／便 － －

-20.0% -25.0% -25.00% － －

C C C － －

【進捗状況】

【今後の取組】

2018年度以降、目標値を162店に上方修正

2021年度

－

－

－

水産振興課

担当課

※ブランド規格に基づく「どんちっち三魚」の取扱業者（団体）数
2021年度

－

－

－

「どんちっち」ブランド加盟業者数の増加

加盟業者の傾向としては、市外・県外の事業者の割合が高くなっている。今後も認知度向上に努め、広域的な展開を図る。

新規10件の加盟があったが、廃業等による退会が5件あった。修正後の目標値を下回る実績となった。

振興作物農業産出額の増加

※振興作物（大粒ぶどう、赤梨、西条柿）の農業産出額
2021年度

－

－

－

農林振興課

赤梨について、改植事業や新技術のジョイント栽培を推進し、園地の再生を図る。また、大粒ぶどうにおいては、産地パワー
アップ事業を活用し、栽培面積の増加を図る。

赤梨の廃園・規模縮小により出荷量が大幅に減少した。また、大粒ぶどうにおいては、猛暑の影響により小房傾向になり収量が
減少した。

16項目

※生活路線バス1便当たりの年間利用者数
2021年度

－

生活路線バス1便当たり利用者数の維持
まちづくり推
進課

－

－

担当課

次回契約更新のタイミングに併せ、平成30年度新たに策定した第二次浜田市地域公共交通再編計画に基づいた、それぞれの地域
の特性に応じた交通体系の構築を目指す。

目標達成に至らなかった主な要因は、人口減少とバスに乗ることのできない高齢者の増加と考える。平成30年度からの契約更新
に際し、路線や便数の見直しを行ったが、利用者増に繋がらなかった。一方で、敬老乗車券を販売するなど、住民の移動手段へ
の経済的支援を引き続き実施した。

①

②

①
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1.8人／便 1.8人／便以上 1.8人／便 100.0% A

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

1.5人／便 1.6人／便 1.8人／便 － －

＜目標達成＞ -16.7% -11.1% 100.00% － －

C B A － －

【進捗状況】

【今後の取組】

輸送事業に取り組む地域自主組織数の増加 1団体 3団体 3団体 100.0% A

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

1団体 3団体 3団体 － －

＜目標達成＞ 0.0% 100.0% 100.00% － －

B A A － －

【進捗状況】

【今後の取組】

Ｂ　デジタル・ディバイドの解消に向けたＩＣＴインフラ整備
 ア　地域公共交通網の連携と生活交通の確保

成果指標
策定時
現状値

目標値
2018年度
現状値

目標
達成率

進捗評価

携帯電話不感地域の解消 8集落 0集落 1集落 87.5% A

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

8集落 8集落 1集落 － －

0.0% 0.0% 87.50% － －

D D A － －

【進捗状況】

【今後の取組】

Ｃ　道路等の交通インフラの整備
 ア　生活幹線道路の整備

成果指標
策定時
現状値

目標値
2018年度
現状値

目標
達成率

進捗評価

市道浜田527号線道路改良 0% 100% 29% 29.0% B

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

5% 13% 29% － －

5.0% 13.0% 29.0% － －

C C B － －

【進捗状況】

【今後の取組】

予約型乗合タクシー1便当たり利用者数の維持

※予約型乗合タクシー1便当たりの年間利用者数
2021年度

－

－

－

まちづくり推
進課

引き続き、利用し易い制度運営に努めるとともに、次回契約更新のタイミングに併せ、平成30年度新たに策定第二次浜田市地域
公共交通再編計画に基づいた、それぞれの地域の特性に応じた交通体系の構築を目指す。

平成30年度からの契約更新に際し、路線や便数の見直しを行った結果、主に弥栄自治区での一便当たりの利用者数が飛躍的に伸
び、目標数値に届いた。また、敬老乗車券を販売するなど、住民の移動手段への経済的支援を引き続き実施した。

－

－

－

※主体的に輸送事業に取り組む地域自主組織の数
2021年度

まちづくり推
進課

3地区における活動が継続されるよう引き続き支援する。

3地区においてコミュニティワゴン運送（市からの無償貸与の自家用車を使用した輸送活動）が継続され、その活動を支援した。

担当課

※携帯電話が利用できない集落の数
2021年度

－

－

－

政策企画課

残る1地域については、引き続き、携帯事業者に対して改善の要請を行っていく。

不感地域として認知している8地域について、平成30年度末に現地調査を実施した。
うち7地域については、携帯電話事業者による電波改善が行われ、解消されたことを確認した。

担当課

※〔浜田自治区〕浜田駅周辺の市道を整備し、駅南北の連絡を円滑に
する。

2021年度

－

－

－

建設整備課

引き続き、建物移転及び用地買収を進めていく。道路工事、踏切工事に着手し早期完成を目指す。

道路設計、踏切部の設計は完了し、JR構内の詳細設計を委託中である。建物移転、用地買収については一部完了している。

①

①

③

②
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0% 50% 0% 0.0% D

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

0% 0% 0% － －

0.0% 0.0% 0.0% － －

D D D － －

【進捗状況】

【今後の取組】

10% 40% 26% 53.3% B

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

13% 18% 26% － －

10.0% 26.7% 53.3% － －

B B B － －

【進捗状況】

【今後の取組】

0% 50%

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

54% 76% 86% － －

108.0% 152.0% 172.0% － －

A A － － －

0% 100% 86% 86.0% A

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

－ － 86% － －

－ － 86.0% － －

－ － A － －

【進捗状況】

【今後の取組】

2018年度以降、目標値を100％に上方修正

2021年度

－

－

－

建設整備課

④

③

②

島根県への要望や協議を重ね、今後の事業化を目指す。

県河川の改良が伴う事業のため、島根県に要望を行っている。

※〔旭自治区〕集落間を結ぶ幹線市道の整備を行う。

建設整備課市道小国峠線道路改良

建設整備課

引き続き、工事実施を進め、早期完成を目指す。

用地取得、補償については完了し、工事を継続実施している。

市道戸地線道路改良

※〔金城自治区〕狭小な市道の改良を行う。
2021年度

－

－

－

－

－

2021年度

－

－

－

引き続き、工事実施を進め、早期完成を目指す。

1～4工区のうち、2工区及び3工区が完了し、1工区及び4工区は工事を継続実施している。

市道谷線道路改良

※〔弥栄自治区〕主に突角剪除を行う。
2021年度

－
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30% 50%

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

64% 85% 74% － －

170.0% 275.0% 220.0% － －

A A － － －

30% 100% 74% 62.9% A

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

－ － 74% － －

－ － 62.9% － －

－ － A － －

【進捗状況】

【今後の取組】

Ｄ　地域の生産者や消費者等の連携による地産地消
 ア　地産地消の推進

成果指標
策定時
現状値

目標値
2018年度
現状値

目標
達成率

進捗評価

58.2% 70.0% 70.5% 104.2% A

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

70.9% 71.8% 70.5% － －

＜目標達成＞ 107.6% 115.3% 104.2% － －

A A A － －

【進捗状況】

【今後の取組】

Ｅ　地域内外の住民との交流・移住促進
 ア　定住施策の充実

成果指標
策定時
現状値

目標値
2018年度
現状値

目標
達成率

進捗評価

34人 50人

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

57人 95人 82人 － －

143.8% 381.3% 300.0% － －

A B － － －

34人 100人 82人 72.7% B

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

－ － 82人 － －

－ － 72.7% － －

－ － B － －

【進捗状況】

【今後の取組】

2018年度以降、目標値を100人に上方修正

2021年度

－

－

－

政策企画課

2018年度以降、目標値を100％に上方修正

2021年度

－

－

－

建設整備課

①

①

⑤

教育総務課

※〔三隅自治区〕急カーブ、狭小市道の改良、及び集落の環状機能の
充実を図る。

2021年度

－

定住相談員を中心に、ふるさと島根定住財団や市関係部署との連携を深めながら、移住相談者の名簿管理を徹底して、より丁寧
なフォローを行うとともに、Uターン者の地元就職やIターン者の移住に結びつく取組を進める。また、地方創生推進交付金を活

市の各種支援制度等を通じたU・Iターン者数と、島根県人口移動調査による数値は、ともに減少した。【参考】石見部他市の平
成30年度U・Iターン者数（島根県人口移動調査）大田市242人、江津市128人、益田市147人、浜田市180人（平成29年度浜田市212
人）

－

－

引き続き、工事実施を進め、早期完成を目指す。

用地取得、補償については完了し、工事を継続実施している。

※市内小中学校の給食における地元食材利用率
2021年度

－

－

－

積極的に地元産食材を使用していく。地元産野菜について給食に安定供給できるよう関係部局と協議を重ねていく。

地元産品の活用を意識し献立を立て郷土料理や行事食等を提供した。浜田産アジまるごと一尾は食育の観点からも優れた食材で
あり継続して提供している。

※各種支援制度を通じたU・Iターン者の数
2021年度

－

Ｕ・Ｉターン者数の増加

学校給食での地域食材利用率の増加

市道白砂1号線道路改良

－

－

担当課

担当課
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1回 3回 2回 50.0% B

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

2回 2回 2回 － －

50.0% 50.0% 50.0% － －

B B B － －

【進捗状況】

【今後の取組】

255人 300人 202人 -117.8% C

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

286人 251人 202人 － －

68.9% -8.9% -117.8% － －

A C C － －

【進捗状況】

【今後の取組】

 イ　空き家の利活用

成果指標
策定時
現状値

目標値
2018年度
現状値

目標
達成率

進捗評価

13件 20件

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

66件 71件 81件 － －

757.1% 828.6% 971.4% － －

A A － － －

13件 71件 81件 117.2% A

＜目標達成＞ 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

－ － 81件 － －

－ － 117.2% － －

－ － A － －

【進捗状況】

【今後の取組】

 ウ　安全で安心なまちづくり

成果指標
策定時
現状値

目標値
2018年度
現状値

目標
達成率

進捗評価

46.5% 85.0% 66.1% 50.9% C

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

65.8% 66.1% 66.1% － －

50.1% 50.9% 50.9% － －

A C C － －

【進捗状況】

【今後の取組】

2018年度以降、目標値を71件に上方修正

2021年度

－

－

－

政策企画課

①

①

③

②
2021年度

－

－

－

Ｕ・Ｉターン者との意見交換会の開催回数の増加 政策企画課

※意見交換会の年間開催回数

シングルペアレント就労人材育成事業新規研修生受入時には、交流会を開催するとともに、移住定住支援組織と連携し、U･Iター
ン者との意見交換会等を開催する。

シングルペアレント介護人材育成事業の新規研修生受入時の歓迎交流会に加え、ワークショップ形式のU･Iターン者と地域住民と
の意見交換会及び交流会を行った。

※定住フェア、空き家バンク制度等を通じた年間相談件数
2021年度

－

－

－

Ｕ・Ｉターン相談件数の増加 政策企画課

引き続き、定住相談員を配置し、U･Ｉターンの相談窓口業務を充実させる。また、移住相談者の名簿管理を徹底して、より丁寧
なフォローを行うとともに、Uターン者の地元就職やIターン者の移住に結びつく取組を進める。地方創生推進交付金を活用した

堅調な景気を背景に、地方から東京圏への転出超過が続いており、人口の一極集中が拡大している。一方、近年の移住志向の流
れは盛時を迎え、定住相談件数は減少傾向にある。

※空き家バンクへの年間登録物件数
2021年度

－

担当課

－

空き家バンク登録件数の増加

引き続き、制度の周知に努めるとともに、関係機関と連携を深め、U･Ｉターン者等の住環境の整備及び空き家の利活用を促進す
る。平成31年4月に県が土砂災害特別警戒区域を指定した影響は、現在のところ見られない。

専用HP、SNS及び市報等で空き家バンク制度の周知を行うとともに、空き家相談員を中心に相談対応に努めた。空き家相談件数も
増加しており、登録件数の増加に繋がった。

※世帯数に対する組織された地域の世帯数の割合
2021年度

－

担当課

－

－

－

自主防災組織の組織率の増加 防災安全課

令和元年度から防災まちづくり事業を行い、組織化の支援を強化する。

平成30年度に2団体が設立されたが、既存活動団体のエリア再編につき、組織率の増加には至らなかった。
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6回 40回 4回 -5.9% C

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

5回 9回 4回 － －

-2.9% 8.8% -5.9% － －

D B C － －

【進捗状況】

【今後の取組】

３　圏域マネジメント能力の強化に係る取組 

Ａ　宣言中心市等における人材の育成
 ア　人材の育成

成果指標
策定時
現状値

目標値
2018年度
現状値

目標
達成率

進捗評価

6件 50件 38件 76.0% A

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

12件 10件 16件 － －

24.0% 44.0% 76.0% － －

A A A － －

【進捗状況】

【今後の取組】

2回 6回 3回 25.0% B

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

3回 3回 3回 － －

25.0% 25.0% 25.0% － －

B B B － －

【進捗状況】

【今後の取組】

審議会等への女性参画率の増加 25.2% 40.0% 22.9% -15.5% C

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

27.1% 29.2% 22.9% － －

12.8% 27.0% -15.5% － －

B B C － －

【進捗状況】

【今後の取組】

③

②

①

②

担当課

※講座の年間開催回数
2021年度

－

－

－

防犯出前講座の開催回数の増加 防災安全課

防災出前講座との共催、警察署との連携強化をしていく。

警察署が講座に力を入れており、市全体の講座回数は増えている。市独自の講座回数は上がっていないが、警察署と連携して取
り組んでいる。

平成30年度の要綱改正により、学生側からの申請も見られ、また新規の交流事業も申請されるなど、学生の地域活動への参画を
促すことができた。

3項目

※地域リーダー育成に関する研修会の年間開催回数
2021年度

－

※大学等と市民団体とが実施する交流事業の6年間の合計件数
2021年度

－

まちづくり推
進課

－

－

市民交流促進事業実施件数の増加

人材育成研修会等の開催回数の増加
まちづくり推
進課

地区まちづくり推進委員会等の地域まちづくり団体の意見も伺いながら、引き続き人材育成事業の充実に取り組む。

島根県の「小さな拠点づくり」に関する研修会、先進事例の視察研修会及びまちづくりフォーラムを開催し、地域を越えた交流
や研修を意識した人材育成事業に取り組んだ。

－

－

引き続き、新たな交流が生まれるよう、学生、地域双方に広報、浜田市ホームページ等を通じた積極的な制度周知に努める。

引き続き、各審議会等へ積極的に女性委員へ就任していただき、女性委員登用の重要性の周知と確保に努める。

男女共同参画の関係団体より各審議会等へ委員就任し、女性委員の登用について啓発している。

※浜田市男女共同参画推進計画に掲げる審議会等への女性参画率
2021年度

－

－

－

人権同和教育
啓発センター
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